
「
九
州
中
央
山
地
希
少
野
生
生
物

保
護
管
理
対
策
調
査
業
務
（
ゴ
イ
シ

ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
）
検
討
会
」
を
２
月

10
日
、
熊
本
南
部
森
林
管
理
署
（
人

吉
市
）
に
お
い
て
開
き
ま
し
た
。

当
検
討
会
は
、
局
が
委
託
業
務
と

し
て
行
っ
て
い

る
ゴ
イ
シ
ツ
バ

メ
シ
ジ
ミ
の
保

護
管
理
業
務
に

つ
い
て
検
討
を

行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
い

て
い
る
も
の
で

す
。検

討
会
に
は
、

ゴ
イ
シ
ツ
バ
メ

シ
ジ
ミ
の
専
門

家
の
ほ
か
、
生

息
地
の
県
や
市

町
村
、
環
境
省

な
ど
が
参
加
し

て
お
り
、
関
係

者
が
一
同
に
集

ま
る
唯
一
の
場

と
な
っ
て
い
ま

す
。検

討
会
で
は

は
じ
め
に
、
ゴ

イ
シ
ツ
バ
メ
シ

ジ
ミ
の
観
測
数

な
ど
の
業
務
結

果
の
報
告
を
行

い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
専
門
家

か
ら
「
今
年
は

昨
年
に
比
べ
て

成
虫
の
観
測
数
が
少
な
か
っ
た

が
、
気
候
条
件
や
大
気
汚
染
な

ど
の
影
響
で
、
休
眠
し
て
い
る

間
に
幼
虫
が
死
ん
だ
の
で
は
な

い
か
」
な
ど
、
結
果
報
告
を
踏

ま
え
た
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。そ

の
他
の
議
題
と
し
て
、
熊

本
・
熊
本
南
部
森
林
管
理
署
で

行
っ
て
い
る
巡
視
や
ゴ
イ
シ
ツ

バ
メ
シ
ジ
ミ
の
エ
サ
と
な
る
シ
シ
ン

ラ
ン
の
保
護
増
殖
業
務
に
関
す
る
報

告
を
行
い
ま
し
た
。
シ
シ
ン
ラ
ン
に

つ
い
て
は
、
盗
採
の
被
害
な
ど
も
出

て
お
り
、
地
元
の
市
町
村
か
ら
も
、

監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
を
考
え
て
い
る

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

本
業
務
に
つ
い
て
は
、
当
検
討
会

で
の
意
見
や
助
言
を
整
理
し
、
本
年

度
中
に
報
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

（
担
当=

計
画
課
）
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保護管理対策について検討する参加者の皆さん
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報告に耳を傾ける委員
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熊本市西区京町本丁２－７



11
月
中
旬
か
ら
２
月
下
旬
に
か
け

九
州
・
沖
縄
各
県
に
お
い
て
、
「
平

成
27
年
度
治
山
事
業
連
絡
調
整
会
議
」

を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
平
成
18
年
度
よ
り

毎
年
開
い
て
お
り
、
治
山
事
業
の
連

絡
調
整
を
図
る
た
め
、
各
県
の
治
山

事
業
担
当
者
お
よ
び
局
治
山
課
、
署

治
山
グ
ル
ー
プ
の
担
当
者
が
出
席
し
、

当
年
度
の
治
山
事
業
の
実
施
状
況
や

今
後
の
治
山
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、

情
報
交
換
を
行
い
課
題
を
共
有
す
る

こ
と
で
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
年
度
当
初
に
は
、
山
地
災

害
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
の
情
報
連

絡
体
制
を
九
州
・
沖
縄
各
県
担
当
者

間
と
確
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
迅
速

な
災
害
情
報
な
ど
の
共
有
を
図
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
よ
り
一
層
の
情
報
の
共
有

を
図
る
と
と
も
に
、
効
率
的
か
つ
効

果
的
な
治
山
事
業
の
推
進
、
治
山
事

業
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
情
報
発
信
も
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
担
当
＝
治
山
課
）

【
沖
縄
森
林
管
理
署
】
金
武
ダ
ム

（
金
武
町
）
敷
地
内
に
お
い
て
、

「
第
１
回
金
武
ダ
ム
ま
つ
り
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。

前
日
の
降
雨
で
足
下
の
悪
い
中
で

し
た
が
、
億
首
サ
ク
ラ
ま
つ
り
も
同

時
に
開
か
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く

の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

当
ま
つ
り
で
は
、
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ

の
植
樹
や
水
牛
車
体
験
、
ダ
ム
湖
遊

覧
な
ど
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ

る
中
、
当
署
は
丸
太
切
り
体
験
、
紙

ト
ン
ボ
作
り
、
森
林
パ
ネ
ル
展
・
森

林
ク
イ
ズ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
２
時
に
は
雨
が
降
り
始
め
た

た
め
、
少
し
早
め
に
切
り
上
げ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
が
、
用
意
し
た
丸

太
２
本
、
紙
ト
ン
ボ
の
材
料
２
０
０

組
、
ク
イ
ズ
大
会
の
参
加
賞
の
ク
リ

ア
フ
ァ
イ
ル
１
０
０
枚
が
ほ
ぼ
全
て

無
く
な
っ
て
し
ま
う
盛
況
で
し
た
。

今
回
の
ま
つ
り
を
期
に
、
国
有
林

の
な
い
金
武
町
で
も
、
林
野
庁
、
森

林
管
理
署
の
仕
事
や
山
の
魅
力
、
森

林
整
備
の
意
義
に
つ
い
て
理
解
・
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

【
佐
賀
森
林
管
理
署
】
佐
賀
県
立
唐

津
南
高
等
学
校
「
松
露
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
」
の
生
徒
10
人
が
、
職
員

の
指
導
の
下
、
虹
ノ
松
原
で
抵
抗
性

ク
ロ
マ
ツ
50
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

松
露
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、

虹
ノ
松
原
に
松
露
を
復
活
さ
せ
よ
う

と
日
ご
ろ
か
ら
松
葉
か
き
や
清
掃
活

動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
参
加
し
た

３
年
生
は
最
後
の
活
動
と
な
り
ま
し

た
。生

徒
た
ち
は
、
植
樹
す
る
際
に
は
、

植
え
る
苗
の
向
き
や
穴
の
大
き
さ
な

ど
を
職
員
に
尋
ね
、
自
分
た
ち
で
植

え
た
木
が
し
っ
か
り
育
つ
よ
う
に
、

１
本
１
本
心
を
込
め
て
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

唐
津
南
高
校
の
先
生
か
ら
「
こ
の

体
験
は
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
と
て

も
良
い
も
の
に
な
っ
た
。
一
生
の
思

い
出
に
な
る
だ
ろ
う
。
来
年
度
以
降

も
機
会
が
あ
っ
た
ら
是
非
こ
の
よ
う

な
場
を
設
け
て
ほ
し
い
」
と
感
謝
の

言
葉
を
受
け
ま
し
た
。
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私
が
「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」
に
応

募
し
た
背
景
と
し
て
、
現
在
の
仕
事

が
環
境
に
関
す
る
認
証
業
務
で
あ
る

こ
と
、
か
つ
て
公
害
の
町
で
あ
っ
た

北
九
州
に
住
ん
で
い
る
こ
と
、
昨
今

の
地
球
温
暖
化
が
顕
著
に
ニ
ュ
ー
ス

等
で
報
道
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
り

ま
し
た
。

自
分
に
は
今
ま
で
森
林
、
林
業
、

国
有
林
な
ど
に
対
す
る
考
え
は
何
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
仕
事
で
森

林
認
証
な
ど
を
調
査
し
て
い
く
上
で

森
林
に
も
興
味
を
持
ち
は
じ
め
た
こ

ろ
に
丁
度
、
「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」

募
集
が
あ
り
ま
し
た
の
で
応
募
し
ま

し
た
。

毎
月
１
回
届
け
ら
れ
る
広
報
誌
を

隅
か
ら
隅
ま
で
読
み
、
日
本
の
林
業

に
携
わ
る
人
た
ち
の
大
変
な
こ
と
を

知
り
、
参
考
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
の
活
動

は
、
微
力
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
送

ら
れ
て
く
る
広
報
誌
を
近
辺
の
人
や

会
社
で
興
味
の
あ
る
方
々
に
読
ん
で

い
た
だ
い
た
こ
と
。
ま
た
、
会
社
に

お
い
て
毎
月
１
回
、
森
林
や
林
業
の

今
の
現
状
や
環
境
に
関
す
る
知
識
に

つ
い
て
、
自
分
で
編
集
し
、
新
聞
を

発
行
し
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
会
議
に
は
、
遠
方
で
参

加
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
１
年

間
の
活
動
は
自
分
に
と
っ
て
大
変
、

有
意
義
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
毎
月
１
回
の
広
報
誌

を
楽
し
く
読
ま
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

抵抗性クロマツを植栽する生徒ら

丸太切りに挑戦する児童

治山対策について情報を交わす参加者（鹿児島県会場）

和
田
光
男
さ
ん

（
福
岡
県
北
九
州
市
在
住
）



【
熊
本
森
林
管
理
署
】
熊
本
県
山
都

町
に
お
い
て
、
「
青
少
年
に
自
然
愛

護
の
心
を
育
て
、
緑
豊
か
な
ふ
る
さ

と
作
り
へ
の
意
識
高
揚
を
は
か
る
こ

と
」
を
目
的
に
、
本
年
度
も
愛
林
駅

伝
競
走
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

当
駅
伝
は
１
９
５
６
年
に
始
ま
り
、

今
回
で
61
回
を
数
え
ま
す
。
山
都
町

を
は
じ
め
近
隣
の
中
学
校
６
校
か
ら

15
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
矢
部
地
区
中

心
部
を
巡
回
す
る
５
区
間
14
・
３
㌔

で
た
す
き
を
繋
ぎ
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
小
雨
の
降
る

中
で
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
沿

道
か
ら
の
暖
か
い
声
援
を
受
け
て
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
益
城
中
Ａ
チ
ー
ム
が
優

勝
し
ま
し
た
。
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「学校の森・子どもサミット」は、全国から集まった児童たちによる森林環境学習の発表や、先生や有識者の意

見交換などを通じて、森林環境教育の活動の輪を全国へ広げていくことを目的に開催します。

「平成28年度学校の森・子どもサミット夏大会」の開催にあたり、学校林や『遊々の森』、その他身近な森林等

を活用した学校教育における森林環境教育や今後の森林での活動への夢などについてに取り組んでいる学校と、サ

ミットの趣旨にご賛同いただける企業・団体を募集します。

【参加校の募集】
①募集校数：全国から10校程度（申込多数の場合は、活動内容により選考し、その結果を４月下旬までに、申込みのあった小学校に直接通知します。）

②応募資格

(1)「学校林」や「遊々の森」（国有林をフィールドとして森林管理署と協定を結んでいる森林）など、身近な森林において森林環境教育に取り組ん

でいる小学校

(2) 校庭の樹木や身近な公園・緑地等を利用した森林に関連する環境教育や、林間学校等の機会において森林内での活動に取り組んでいる小学校

(3) 上記の(1)及び(2)に該当しないが、木材、木の実、キノコなど森林由来の資源やその他森林環境教育の教材等を利用した活動を行うなど、森林に

関連する環境教育に取り組んでいる小学校

(4）現在は、上記(1)、(2)、(3)のいずれにも該当しないが、学校間交流や環境教育等の経験から、今後、こういった活動に取り組みたいと考えて

いる小学校

③応募条件

(1) パワーポイントによる７分程度の発表ができること

(2) 児童２名以上、先生１名以上が参加できること

(3) 児童の参加については、保護者の同意を得ていること

(4) 参加者の所属学校名、学年、氏名、顔写真等が、記者発表、ホームページ、SNS、報告書等に公表されることに同意できること

④参加費用

児童２名分と先生１名分の最寄り駅から会場までの往復旅費、開催日の食事代（１日目夕食、２日目朝・昼）及び宿泊費については、実行委員会で

負担します。それ以外の移動経費及び食事代等、児童２名及び先生１名を超える参加者分については、参加者の負担となります。（プログラム中の移

動は実行委員会で大型バスを準備します。）

⑤応募方法

申込用紙に必要事項を記入し、４月２０日(水)までに、郵送、FAX又はメールで送付してください。（申込用紙は、下記のお問合せ先ホームページ

よりダウンロード又は実行委員会事務局へ電話、FAXもしくはメールで請求することもできます。）

【協賛企業・団体の募集】
サミットの趣旨に御賛同いただける企業・団体を募集します。

詳細は学校の森・子どもサミット実行委員会事務所までお問い合わせください。①応募費用一口５万円 ※２０口以上は「特別協賛」

《お申込みお問い合わせ》
学校の森・子どもサミット実行委員会事務局認定特定非営利活動法人共存の森ネットワーク内

〒156-0051東京都世田谷区宮坂3-10-9 経堂フコク生命ビル３階

ＴＥＬ:03-6432-6580 E-mail:mail@gakkou-no-mori.org ＦＡＸ:03-6432-6590 Homepage: http://www.gakkou-no-mori.org

第61回愛林駅伝、号砲で一斉にスタートする生徒ら



２
月
22
日
に
宮
崎
県
綾
町
役
場
会

議
室
に
お
い
て
、
綾
川
流
域
照
葉
樹

林
帯
保
護
・
復
元
計
画
（
綾
プ
ロ
）

第
23
回
連
携
会
議
が
、
協
定
５
者

（
九
州
森
林
管
理
局
、
宮
崎
県
、
綾

町
、
日
本
自
然
保
護
協
会
、
て
る
は

の
森
の
会
）
の
出
席
の
下
、
開
か
れ

ま
し
た
。

会
議
の
冒
頭
、
河
野
耕
三
て
る
は
の

森
の
会
代
表
理
事
か
ら
「
綾
プ
ロ
協

定
以
後
、
10
年
を
迎
え
、
大
き
な
節

目
で
の
連
携
会
議
で
あ
り
、
次
の
10

年
を
目
指
し
た
重
要
な
会
議
で
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
あ
り
、
今
日
の

会
議
で
議
論
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
平
成
27
年
度
事
業
取

組
状
況
（
進
捗
状
況
）
、
綾
プ
ロ
管

理
画
の
策
定
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運

営
体
制
、
綾
プ
ロ
エ
リ
ア
の
検
討
会

設
置
に
つ
い
て
報
告
お
よ
び
提
案
が

な
さ
れ
、
事
務
局
提
案
ど
お
り
了
承

さ
れ
る
と
と
も
に
、
今
後
も
協
定
５

者
が
連
携
を
は
か
り
各
事
業
に
取
り

組
む
こ
計
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
綾
町

民
を
対
象
に
毎

年
開
い
て
い
る
、

綾
プ
ロ
の
事
業

説
明
会
を
２
月
14
日
の
「
綾
町
公
民

館
大
会
」
に
合
わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
綾
町
公
民
館
ホ
ー
ル
に

約
６
０
０
人
が
参
加
す
る
中
、
宮
﨑

森
林
管
理
署
よ
り
「
綾
プ
ロ
の
10
年

間
の
取
組
と
成
果
」
に
つ
い
て
報
告

が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、
綾
プ
ロ
主

催
で
５
月
21
日
に
開
催
予
定
で
あ
る

「
綾
・
照
葉
樹
林
ロ
ン
グ
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
」
へ
の
案
内
が
綾
町
よ
り
な
さ

れ
、
多
く
の
町
民
へ
参
加
を
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

（
担
当
＝
計
画
課
）
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２
月
は
逃
げ
る
、
３
月
は
去
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
２
月
は
本
当

に
逃
げ
る
よ
う
に
終
わ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
▼
は
や
３
月
、
巷
で
は
卒
業

シ
ー
ズ
ン
と
な
り
、
卒
業
生
を
お
持

ち
の
親
御
さ
ん
た
ち
に
は
、
一
つ
の

区
切
り
と
な
る
感
慨
深
い
時
期
と
な

り
ま
し
た
▼
こ
の
時
期
、
卒
業
生
も

多
く
な
り
ま
す
が
、
も
う
一
つ
自
動

車
学
校
の
生
徒
が
増
え
ま
す
、
道
路

で
は
練
習
中
の
表
示
を
付
け
た
車
が

列
を
な
し
て
教
習
し
て
い
ま
し
た
▼

か
く
言
う
私
の
子
供
も
、
免
許
取
得

の
た
め
自
動
車
学
校
に
通
っ
て
い
ま

す
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い

よ
う
で
、
一
言
「
自
動
運
転
の
車
に

な
れ
ば
免
許
は
い
ら
な
い
よ
ね
」
▼

こ
れ
に
は
一
本
取
ら
れ
た
感
が
あ
り

ま
し
た
が
、
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
？

今
後
整
理
が
さ
れ
て
い
く
と
は
思
い

ま
す
が
、
自
動
車
免
許
の
い
ら
な
い

時
代
が
来
る
の
で
し
ょ
う
か
▼
ア
メ

リ
カ
で
は
自
動
運
転
の
試
験
走
行
中

に
事
故
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
ま

だ
ま
だ
人
の
手
を
離
れ
て
町
中
を
移

動
、
と
言
う
段
階
で
は
な
い
よ
う
で

す
▼
し
か
し
、
技
術
の
進
歩
は
飛
躍

的
で
す
、
近
い
将
来
車
は
自
動
運
転

と
な
る
の
で
し
ょ
う
、
子
供
に
は

「
生
ま
れ
て
く
る
の
が
10
年
早
か
っ

た
」
と
言
っ
て
お
こ
う
。

（
や
）

ウ
ツ
ギ
類
は
初
夏
に
一
斉
に
白
い

花
を
咲
か
せ
ま
す
。
『
♪
卯
の
花
の

匂
う
垣
根
に
・
・
・
♪
』
と
歌
わ
れ

て
い
る
の
が
ウ
ツ
ギ
で
す
。
白
い
小

さ
な
花
を
円
錐
花
序
に
幹
一
杯
に
咲

か
せ
ま
す
。

低
山
に
は
ウ
ツ
ギ
、
マ
ル
バ
ウ
ツ

ギ
が
分
布
し
標
高
が
高
く
な
る
と
ヒ

メ
ウ
ツ
ギ
が
分
布
し
ま
す
。
名
前
は
、

髄
が
中
空
だ
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
卯
月
（
旧
暦
の
４
月
）
に
咲
く

説
も
有
力
で
す
。

「
ウ
ツ
ギ
」
の
つ
く
樹
木
は
ス
イ

カ
ズ
ラ
科
、
ユ
キ
ノ
シ
タ
科
、
フ
ジ

ウ
ツ
ギ
科
、
バ
ラ
科
に
あ
り
、
区
別

す
る
の
に
こ
ん
が
ら
か
っ
て
き
ま
す
。

身
近
で
観
察
で
き
る
ユ
キ
ノ
シ
タ

科
の
ウ
ツ
ギ
、
ヒ
メ
ウ
ツ
ギ
、
マ
ル

バ
ウ
ツ
ギ
は
全
て
随
が
中
空
で
す
。

ス
イ
カ
ズ
ラ
科
で
は
コ
ガ
ク
ウ
ツ
ギ
、

ノ
リ
ウ
ツ
ギ
、
バ
イ
カ
ウ
ツ
ギ
、
ツ

ク
シ
ヤ
ブ
ウ
ツ
ギ
の
髄
は
詰
ま
っ
て

お
り
、
コ
ツ
ク
バ
ネ
ウ
ツ
ギ
の
髄
は

中
空
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ウ
ツ
ギ
の

名
前
が
つ
い
て
い
て
も
随
が
中
空
で

な
い
の
も
あ
り
ま
す
。

剪
定
が
き
れ
い
に
で
き
る
こ
と
か
ら
、

歌
に
あ
る
よ
う
に
、
垣
根
に
利
用
さ

れ
、
建
築
や
箱
細
工
で
は
ウ
ツ
ギ
か

ら
作
ら
れ
た
木
釘
が
重
用
さ
れ
、
爪

楊
枝
の
材
料
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

樹
木
園
で
は
い
ろ
い
ろ
な
ウ
ツ
ギ

を
観
察
で
き
ま
す
。

次の10年に向け、第23回連絡会議で連携を図る模様

綾町公民館ホールで町民に事業説明


